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厚
生
労
働
省
は
一
月
二
十

二
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同

管
工
事
業
界
で
は
熟
練
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
団
塊
世
代

の
退
職
や
若
年
入
職
者
の
減

少
で
人
材
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
こ
の
た
め
全
管
連

は
企
業
の
存
続
に
不
可
欠
な

技
能
の
伝
達
・
継
承
や
若
年

省
会
議
室
で
第
六
回
「
水
道

事
業
基
盤
強
化
方
策
検
討

会
」
（
座
長
・
滝
沢
智
東
京

大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

都
市
工
学
専
攻
教
授
）
を
開

き
、
水
道
事
業
の
基
盤
強
化

策
に
盛
り
込
む
べ
き
取
り
組

み
に
つ
い
て
意
見
交
換
し

者
の
資
格
取
得
を
積
極
的
に

支
援
し
て
い
る
。

た
、
水
道
施
設
の
更
新
・
耐

震
化
や
規
模
の
適
正
化
を
促

進
す
る
た
め
、
水
道
事
業
者

に
対
す
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
長
期
的
視
野
に
立

っ
た
計
画
的
資
産
管
理
）
や

更
新
需
要
な
ど
の
公
表
の
義

務
づ
け
を
行
う
。

当
日
は
記
者
発
表
会
に
先

立
ち
実
技
シ
ー
ト
な
ど
の
製

作
に
協
力
し
た
城
東
職
業
能

水
道
事
業
は
施
設
の
老
朽

化
や
耐
震
性
の
不
足
、
職
員

の
減
少
・
高
齢
化
、
水
道
料

金
の
赤
字
基
調
、
資
産
維
持

費
の
見
積
り
不
足
の
お
そ
れ

な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
状
況
を
打
開

す
る
た
め
、
人
口
減
少
社
会

力
開
発
セ
ン
タ
ー
の
見
学
会

が
開
か
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー

の
小
林
俊
文
所
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
建
築
設
備
施
工
科
の

指
導
員
ら
が
施
設
の
概
要
を

紹
介
し
た
。

に
適
し
た
形
態
へ
の
転
換
や

施
設
の
更
新
・
強
靭
化
に
よ

る
持
続
性
の
確
保
が
早
急
に

記
者
発
表
会
で
は
冒
頭
、

粕
谷
明
博
全
管
連
専
務
理
事

が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
わ
れ

わ
れ
の
業
界
は
適
正
な
利
潤

を
確
保
し
、
持
続
的
に
好
循

環
さ
せ
て
地
域
に
貢
献
す
る

た
め
、
技
術
者
・
技
能
者
の

確
保
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
深
刻
化
す
る
人
材

不
足
の
解
消
や
次
世
代
へ
の

技
能
の
継
承
を
推
進
す
る
観

点
か
ら
今
回
新
た
に
若
年
者

の
た
め
の
実
技
シ
ー
ト
と
解

説
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
完
成
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
セ
ン
タ

ー
の
皆
さ
ま
に
深
く
感
謝
す

る
。
こ
れ
を
機
に
全
管
連
の

取
り
組
み
に
一
層
の
ご
理
解

を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
だ
」

と
述
べ
、
完
成
ま
で
の
経
緯

を
説
明
し
た
。

続
い
て
製
作
に
協
力
し
た

阿
部
弘
之
東
京
都
立
中
央
・

城
北
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ

ー
訓
練
課
統
括
課
長
代
理
、

和
知
直
哉
城
東
職
業
能
力
開

発
セ
ン
タ
ー
訓
練
課
住
宅
内

外
装
仕
上
科
職
業
訓
練
指
導

員
、
吉
田
陽
子
同
セ
ン
タ
ー

訓
練
課
建
築
設
備
施
工
科
職

業
訓
練
指
導
員
が
あ
い
さ
つ

し
た
。

求
め
ら
れ
て
い
る
。

当
日
の
検
討
会
で
は
滝
沢

座
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
水
道
事
業
の
基
盤
強
化

方
策
の
中
間
と
り
ま
と
め
に

向
け
て
さ
ら
に
内
容
を
ブ
ラ

ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
活
発
な
議
論

を
促
し
た
。

基
盤
強
化
策
に
盛
り
込
む

べ
き
取
り
組
み
は
①
国
、
都

道
府
県
、
水
道
事
業
者
（
市

町
村
な
ど
の
地
方
公
共
団

体
）
の
責
務
の
整
理
②
経
営

Ｄ
Ｖ
Ｄ
試
写
で
は
庄
司
浩

樹
橋
本
総
業
㈱
業
務
企
画
部

・
情
報
部
部
長
と
阿
部
中
央

・
城
北
セ
ン
タ
ー
課
長
代
理

が
製
作
の
経
緯
や
各
シ
ー
ン

の
内
容
に
つ
い
て
説
明
。
ま

た
上
田
忠
幸
全
管
連
事
務
局

長
が
全
国
設
備
工
業
教
育
研

究
会
へ
の
支
援
・
連
携
状
況

に
つ
い
て
紹
介
し
、
質
疑
応

答
の
あ
と
松
本
淳
司
全
管
連

常
務
理
事
の
あ
い
さ
つ
で
閉

会
し
た
。

ビ
ニ
ル
管
作
業
、
鋼
管
作

業
、
銅
管
作
業
、
鉛
管
作
業

か
ら
な
る
実
技
シ
ー
ト
は
受

講
者
編
四
千
部
、
指
導
者
編

五
百
部
を
用
意
し
、
全
管
連

会
員
、
工
業
高
校
設
備
工
業

科
、
技
術
委
員
、
賛
助
会

員
、
城
東
セ
ン
タ
ー
、
マ
ス

コ
ミ
、
官
公
庁
な
ど
に
配
布

す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の

講
習
会
な
ど
で
活
用
で
き
る

よ
う
全
管
連
会
員
専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
実
技
シ
ー
ト

を
よ
り
平
易
に
理
解
で
き
る

よ
う
作
業
手
順
に
沿
っ
て
単

位
作
業
ご
と
の
ポ
イ
ン
ト
を

ま
と
め
た
解
説
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
も

四
千
枚
作
成
し
た
。

基
盤
の
強
化
③
水
道
施
設
の

更
新
・
耐
震
化
・
規
模
の
適

正
化
④
水
道
料
金
の
適
正
化

の
促
進
⑤
管
路
維
持
困
難
地

域
へ
の
対
応
―
―
の
五
項
目

で
構
成
。
こ
の
う
ち
施
設
の

更
新
・
耐
震
化
や
規
模
の
適

正
化
で
は
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
義
務
化
や
効
率
的

な
施
設
投
資
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
認
可
権
者
の
働
き

か
け
の
強
化
や
給
水
区
域
の

縮
小
へ
の
対
応
な
ど
に
努
め

て
い
く
。
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滝沢座長

事業基盤強化策で意見交換

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
大
澤
規
郎
会
長
）
は
一
月
二
十
五
日
、
東
京
・
足
立
区
綾
瀬
の
東
京
都
立

城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
で
若
年
者
の
た
め
の
「
建
築
配
管
施
工
基
本
実
技
シ
ー
ト
」
（
受
講
者
編
・
指
導

者
編
）
と
解
説
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
完
成
披
露
記
者
発
表
会
を
開
催
し
た
。
若
年
者
の
資
格
取
得
を
積
極
的
に
支
援
す
る

た
め
、
技
能
検
定
二
級
合
格
を
目
標
と
し
て
作
成
。
全
国
の
会
員
企
業
や
工
業
高
校
の
設
備
工
業
科
な
ど
で
若
年

者
の
技
能
習
得
に
役
立
つ
よ
う
積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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粕谷専務理事

城東センターで記者会見


